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平均観察期間 4±1 年において、甲状腺機能亢進症の合併群７例（44%）および非合併群 16 例（43%）
に心房細動再発を認めた。カプランマイヤー法による３年洞調律維持率は、甲状腺機能亢進症の合併群
54%に対し非合併群 57%と、ログランク検定で有意差を認めなかった（p=0.91）。多変量解析において、
心房細動再発の独立した危険因子は、左房径拡大（ハザード比 1.40, 95% CI 1.10-1.78, p=0.01）およ
び持続性心房細動（ハザード比 1.48, 95% CI 1.02-2.15, p=0.04）のみであり、甲状腺機能亢進症の合



















































平成 25 年 12 月 26 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説
明を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格
と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
